
【お知らせ】◎「慰霊の日」は、どのように過
ごしましたか？裏面に６／２２（日）沖縄タイ
ムスの記事を載せました。読んでくださいね。

下中だより「となん」第３０号 令和７年６月２４日（火）

と、宮古島に３カ所あった飛行場のうち、海軍飛行場
が現在の宮古空港だということを知った。」と述べて
いました。
右の画像は、台湾交流

室での展示の様子です（皆
さんは見学しましたか）。

６／１８（水）の５校時、「平和学習会」を行い また、昨日の「慰霊の日」
ました。講師は宮古島市博物館の学芸員、寺崎香織 は、皆さんどのように過
さんを招き、みだしの「未来を創る君たちへ ～戦時 ごしましたか？知っての
中の子どもたち～」と題して行いました。 通り「戦後８０年」という節目を迎えました。次の世

まず、「慰霊の日 代に語り継いでいくことも含め、沖縄戦の事実から目
とは？」「沖縄戦後 を背けず、どう向き合っていくか、これからも共に考
何年？」などの問い えていきましょう……。
から、平和学習を行
う意義について考え
ました。
次に、「戦時中の

下地地区はどうだっ
たか」アメリカ軍撮影の精度の高い航空写真から３
つの飛行場や下地地区の様子を見てました。
そしてサブタイトルにもある「戦時中の子どもた

ち」については、民間人の卒業アルバム画像をもと
に、「学校は軍に世襲されたこと」「学徒隊を編成し
戦争に加わったこと」など、身近に戦争があった事
実を目の当たりにしました。
最後に、寺崎さんが昨年も皆さんに聞いた「今は

平和？」との問いに対し、「平和」と反応したのは
５０％でした。理由として「美味しいご飯が食べら
れる」「多くの人が笑顔でいられる」「笑って暮らせ
る」ことを挙げていました。次に「１０年後は平和
だと思う？」に対し、平和だと反応した生徒が１５
％もいませんでした。これには寺崎さんも、「昨年
とは逆の反応ですね」と驚愕していました。このこ
とから「１０年後の平和を築いていくため」私たち
ができることを考え、行動に移していくことの必要
性を痛感しました。そして生徒を代表して、お礼の
ことばを述べてくれた川満晴さん（３Ａ）は、「講
話で印象に残ったことは、主に女性が鍬や鋤などを
持ち手作業で、わずか４ヶ月で飛行場を建設したこ

【学校教育目標】
［知］自ら学ぶ意欲を持つ生徒
［徳］豊かな心を持つ生徒
［体］健康でねばり強い生徒
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学校ＨＰから閲覧可能→→

【学校経営目標】 【目指す生徒像】

６／１８（水）平和学習会

前回は Englishで紹介したみだしのことについて、
今回は日本語訳を掲載します。

みなさんこんにちは！
私はフレイリー・グレイス・マルコです。友だちは私

のことを「まるこ」や「まるちゃん」と呼んでいます。
私の誕生日は2月1日です。
好きなものは友だち、本（特にファンタジーが好きで

す）、音楽（特にタイラー・ザ・クリエイターが好きです。
知ってますか？）そして私の家族が大好きです。でも、
学校の宿題はあまり好きではありません。
日本に来てみて、私の国と日本の間にはいくつか違い

があることに気づきました。例えば、「給食」という学校
のお昼ご飯があることです。アメリカでは自分のランチ
を持って行くことが多いので、とても興味深いなと思い
ました。
そして、クラスには自分の席が決められています。ア

メリカでは、毎日自分の席を選ぶことができます。学校
の制服も面白いです。
皆さんとこれから良い思い出を作っていきたいです。



６／２２（日）沖縄タイムス記事を掲載します。


